2.雲物理学(地球と天体の物理(1),<特集>境界領域II) by 礒野, 謙治
Title2.雲物理学(地球と天体の物理(1),<特集>境界領域II)
Author(s)礒野, 謙治




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
2. 雲 物 理 学
































0.001. 0.001 0.01 0.1 1 10 100 1000 10000
l-トー-エ- トケン粒子 大粒子寸や.-.一I 巨大粒子l→
凝 結 l lI! † 十 <雲粒の核 I･巨大凝結核>｢>一
I I
大 気 電 .気 <笠>ン I-ー 一大イオン →- JIl
降 -水 主 要 , 表 の粒子 : lヰ｣ 雨 粒 一一うー
臨界過飽和度 (% )辛質量 (9).-J> 10-15 10-13 10-12 1r10
(NaCl) 0.13 0.013 0.0042 0.00042















これは,大気下層からSり 2 ,NH3 などが気体の形で上方に運ばれ, S02 が光化学反応
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径数 10FEm以上の大きな雲粒が生じ, "暖い雨'-(後述 )で主要な役割をする.なお,





ることが多く,-30oC- -40℃ の低温まで過冷却雲のあることが知 られている｡
Bergeron (1935)(ll)は雲のコロイ ド安定について考察 し,過冷却雲中に共存する氷晶
が,水上,氷上の飽和蒸気圧差によって急速に成長することが降水を引起す主要な原因で
あるという考えを提出した｡1947年以後,空気中の氷晶形成に関する実験的研究が進み,


















性化 (上限 )温度を第2表に示 した(!)･(17) 氷晶核作用はその物質の純度に極めて敏感であ
り,同じ物質であっても,その表面の状態,粒径,空気中の分散状態によって異なる｡有





Cry8tal (A) SubsもrfLte a･ndicelatticoindirections: tomp.
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氷晶が形成されるが, -12℃以下では氷過飽和 1270(水未飽和 )や氷晶が生ずること
を見出した｡その後,磯野,石坂 (1972)は雲母-き開面を種々の温度に保ち,その上に
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異なる｡その1例を第4図に示 Lj=(25)o
′′ ′′′_
凍結による氷晶形 ′′/威 ♂ ′′′′′
↑ β-Ag_I?(0001)面
- // ､､､,､､､､ 著 したβ-AgtE ↓ &-AgⅠの 0↑ 白雲母の基撃 に蒸ヽ
一､--t p■-AgⅠの(1010)面
′/′′′′′ノ′′■′′′′′ l l l l ･氷晶の形成 さl l γ-Aglの (111)面れない領域
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作 用 温 度 -8℃ -9℃ -10℃ -15℃ -20oC
嘉日管 影 窟 1.1×1012 1.1×1015 6.4×1015 9.3×1016 3.7×1017
管領 基最遠 3.1×109 2.8×1012 1.8×1013 2.6×1014 1.05×1015
-8 -9 110 -11 -12 -13 -14 -15 -16 -17 -18 -19 -20
作 用 温 度
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この様な方法で, Scbaefer(1954)(31)は米国西部の乾燥地帯から舞い上がった土壌物
質が米国西部の大気の氷晶核濃度を上昇させる原因となることを示 し,また米国各地産の
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l'L･1･1-亡ilnenS) く- 18 ユⅠ&ユⅠ

































未だ習性 を定める機構は明らかにされていない.筆者 らは低圧下で実験 を行い(4),成長習
性が常圧 と異ること,また,水蒸気拡散速度の異る他の気体中で氷晶の成長の実験 を行い,
これによっても結晶の成長習性,特に C軸方向とa軸方向の長さの比が異なる結果を得た
が,Mason等厄 異なる結果 を得ている(1). ただし,Masonらの実験の嘘合に比べ筆者
等の実験の場合氷晶の大きさがはるかに小さいのは注意すべきではないだろうか｡また最
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§5.降 水 過 程
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